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2023年度 助成事業の概要

‐誰でも海を楽しめる環境の創出事業（海と日本2023）‐

資料A



【最終目的】
ライフセーバーの介助により，誰でも安心安全に海を楽しめる環境を全国に整備する．

【中長期】
全国のライフセービングクラブで実施されている障がい者を対象とした海辺の活動をとりまとめ，全国展開を図る．海というフィールドの特性を活かし，既存のジュ
ニアライフセービング教室と連携し，障がいの課題を取り除き，障がいの有無に関わらず，子供から大人まで多くの多様な人々が安全に海を楽しめる環境を整える．

【目標】
事業目的を実現するために次のアクションを行う．

1．海辺の体験活動のサポートと評価
・夏季に5ヵ所の海水浴場等で行われるライフセーバーによる海辺の体験活動をサポート（経費，資器材）する．
・参加者数計50人以上を目指す．
・参加者の海への関心度上昇，活動満足度80％以上を目指す（参加者アンケートにて調査）．

2．ライフセーバーによる障がい者を対象とした海辺の体験活動ガイドライン
・日本ライフセービング協会の専門委員を各地の海辺の体験活動に派遣し，取りまとめた活動内容及び5回のオンライン会議を通して「障がい者を対象とした海辺

の体験活動ガイドライン」を更新する．
・ガイドラインには障がい者や障がいに知見がある有識者の意見を取り入れる．
・ガイドラインはJLAウェブサイトで公開するとともに，紙媒体を作成し，ライフセービングクラブに配布する．
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神奈川県和田長浜

兵庫県アジュール舞子

神奈川県和田長浜
兵庫県アジュール舞子海水浴場
静岡県SEAPARK柿崎海水浴場
山形県マリンビーチパーク鼠ヶ関海水浴場
静岡県下田市白浜海岸NSAパラサーフィンエキシビジョンマッチ
兵庫県アジュール舞子海水浴場（神戸LSC）［2023.8.5, 8.6］
静岡県下田市外浦海水浴場（下田LSC）［2023.7.22, 8.20］
静岡県下田市SEAPARK柿崎海水浴場（下田LSC）［2023.8.1-8.15］
山形県マリンビーチパーク鼠ヶ関（JLA）［2023.8.20］
茨城県大洗海水浴場（大洗LSC）［2023.7.22-8.20］
東京都三宅島伊ケ谷（JLA） ［2023.8.1-8.14］
福島いわき市新舞子ヘルスプール（福島県LS協会） ［2023.11.26］

Fig. 1 海辺の体験活動サポート実施海岸

各地の海水浴場等で障がい者の海辺の体験活動のサポート（7ヶ所）．実施ガイドラインの作成．

静岡県SEAPARK柿崎

2021年度；1ヶ所
2022年度；4ヶ所
2023年度；7ヶ所

マリンビーチパーク鼠ヶ関
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大洗海水浴場 アジュール舞子海水浴場

山形県マリンビーチパーク鼠ヶ関
山形県マリンビーチパーク鼠ヶ関

三宅島伊ケ谷

静岡県下田市白浜

静岡県SEAPARK柿崎

兵庫県アジュール舞子 茨城県大洗海水浴場

東京都三宅島伊ケ谷

福島県いわき市薄磯海岸

静岡県下田市外浦
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Fig. 46 参加者を対象にしたヒアリング調査結果

会場 参加者の声

外浦海水浴場／柿崎海水浴場
（静岡県下田市）

• 車椅子でも海岸に降りられ海まで進むことができることに感動しました。
• 想像していたよりも、車椅子で沖までいくことができたことが印象に残った。
• 子供もそうだと思いますが、家族（介護者）も海（海水浴）を身近に感じられたのではないで
しょうか。初めて海を体験した人達も、「また海に行きたい。」と思ってくれたらと思います。

• 行政の協力が必要だと思いますが、この様な取り組みが、他の海岸でも行なわれる様になれば
良いと思います。誰もが楽しめる海になるように。

大洗海水浴場
（茨城県大洗町）

• 今までのランディーズではあまり沖まで行く自信がありませんでしたが、腕のところに浮き
あって普通より沖へ行けました。

• 海はあきらめる場所と決めつけていましたが、今回の体験で海が身近になることができてとて
もうれしく感じています。

• 今まで海は怖かったけど、今日を通して海の楽しさを知ることができました。

アジュール舞子海水浴場
（兵庫県神戸市）

• 今まではだっこで海に行っていたが、子供が成長し体力的に限界だったが、ビーチスターがあ
るとさらに子供が大きくなっても海水浴を楽しめる。

• 海に入れる車いすがあると知り海に来やすくなった。
• 日時が限られるためずっと置いてほしい。

鼠ヶ関海水浴場
（山形県鶴岡市）

• 楽しく遊べる場所である反面、危険と隣り合わせなので、楽しく遊ぶためにも命を守るために
やっておく事、知っていなければならい事をしっかりと考えて行動するべき場所だと思いまし
た。

• 子供たちは海が好きなので楽しんでほしいと思う反面、溺れないかと心配してしまうが、ライ
フセーバーの人達がたくさんいてくれたので安心して海を楽しめた。

• 遠くからながめる事があたり前でした。近くにきれいな海があるのに透明な水を見る事ができ
ない事に残念な気持ちでしたが、この体験であたり前にある海を大切にしなくてはと思います。

• 海をもっと好きになってほしかったですが、少し海にいる時間が暑すぎてきらいになってきた
みたいです。

Table 1 参加者の意見（ヒアリング調査）
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事業目標 事業成果
①海辺の体験活動のサポートと評価
・5ヵ所の海水浴場等で行われるライフセーバーによる海辺の体験活動を
サポート．

・参加者数 計50人以上．
・参加者の海への関心度上昇，活動満足度80％以上（参加者アンケート）．

 兵庫県アジュール舞子，静岡県下田市外浦，静岡県下田市SEAPAR柿崎，山形県マリンビーチパーク鼠ヶ
関，茨城県大洗，東京都三宅島伊ケ谷で行われた6ヶ所の海辺の体験活動をサポート．福島いわき市新舞
子ヘルスプールでの活動をサポート．［計7ヶ所］．

 兵庫県アジュール舞子［8］，静岡県下田市外浦［22］，静岡県下田市SEAPAR柿崎［80］，山形県マリ
ンビーチパーク鼠ヶ関［175］，茨城県大洗［119］，東京都三宅島伊ケ谷［6］，福島いわき市新舞子
［4］．計414人

 アンケート結果からの活動満足度 94 ％
②ライフセーバーによる障がい者を対象とした海辺の体験活動ガイドライ
ン作成
・JLA専門委員を各地の海辺の体験活動に派遣．
・ガイドラインの更新．障がい者や障がいに知見がある有識者の意見の取
り入れ．

・JLAウェブサイトで公開，ライフセービングクラブに冊子配布．

 兵庫県アジュール舞子，静岡県下田市外浦，静岡県下田市SEAPAR柿崎，山形県マリンビーチパーク鼠ヶ
関，東京都三宅島伊ケ谷で行われた海辺の体験活動にJLAパトロール・レスキュー委員を派遣．

 9名の有識者とJLAパトロール・レスキュー委員で構成されたオンライン会議を3回開催し，ガイドライン
（手引き）に専門的知見を取り入れた．
有識者；
一般社団法人日本障がい者スイミング協会 酒井泰葉，伊藤卓子，小柳勝義，高柳昭弘
JLAスーパーバイザー 足立正俊
公益財団法人日本パラスポーツ協会認定パラスポーツ医 宮原光興
神戸ライフセービングクラブ 古中信也
特別支援学校教員 植木将人
児童発達支援学校教員 井高絵蓮

 JLAウェブサイトで公開予定（4月）．
 ライフセービングクラブに冊子を配布予定（4月）．
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Table 2 事業成果の測定
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